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１．目的 

 本研究の目的は、定位感能力に関する先行研究

を踏まえながら、側方倒立回転における遠近感能

力に着目してコツ身体知の変容を促す練習を行い、

技術習得を目指す過程の中で、コツ身体知がどの

ように充実するかの様相を事例的に把握すること、

どのような練習方法が技術習得を促すのかを明ら

かにすることである。 

 

２．研究方法 

１）対象者 

20 歳の女子大学生 2 名 

２）調査方法 

事前実践として側方倒立回転の動画撮影と質

問用紙によるアンケート調査を行い、対象者の

現段階のコツ身体知の把握と遠近感能力及び定

位感能力の課題について検討したうえで練習課

題を設定した。5 つの練習方法を中心に対象者

に合わせた内容を検討しながら全 8回の実践練

習を行い、練習後毎に動画撮影とアンケート調

査、必要に応じてインタビュー調査を行った。 

３）分析方法 

側方倒立回転を直立の構えから上体を倒して

着手し踏み切って足が離れるまでの準備局面、

足を振り上げて踏み切り開脚横向き倒立となる

主要局面、横向きの倒立位から先行した振り上

げ足を手の近くに引き寄せ、手を押し離して立

ち上がる終末局面に分け、事前実践と 1～8 回

全体を通して分析する。 

 

３．結果と考察 

実践結果として、対象者Aは技術習得に至らず、

対象者 Bは技術習得したと言える段階に至った。 

対象者Aは事前実践から定位感の混乱が見られた。

また壁倒立の実施が難しい状態が長く続き技術習

得に向けた局面ごとの練習を十分に行えなかった

ことで、定位感能力が働かず遠近感能力が空虚な

まま充実させることができず技術習得に至らなか

ったと考えられる。対象者 Bは事前実践から定位

感の混乱がほぼなく、技術習得に向けた局面ごと

の練習を続ける中で遠近感能力を働かせて運動す

ることができるようになり、技術習得につながっ

たと考えられる。 

 

４．結論 

 本研究では、側方倒立回転を行ううえで遠近感

能力は立ち上がりを先読みして着手位置を決める

こと、立ち上がりの着足位置を決めることに重要

な役割を果たしているが、遠近感能力が作用する

には起点となる定位感能力が安定していることが

条件となることが明らかになった。壁倒立、側方

倒立回転の入りからの壁倒立、壁倒立から側方倒

立回転の立ち上がり、手型・足型を置いての側方

倒立回転の４つの運動課題が側方倒立回転の技術

習得の基盤となることを明らかにすることができ

た。学習者に合わせて定位感の安定を促す運動課

題から始めるのか遠近感能力の充実を促す運動課

題を実施するのかを選択していく必要があること

も明らかになった。 
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